
●西神中央駅

春日台
●西体育館前

●JR明石駅

●第二神明玉津IC

玉津田中遺跡
171号地点★

明石大橋

横尾山

旗振山

名谷ニュータウン

垂水

鵯越

帰路 西神中央駅に戻り、神戸市立埋蔵文化センターへ立ち寄り現説資料をいただき、
作成した本資料では 後先になりますが、インターネットに公開された記者発表資料を含め、
訪ねた田中遺跡171号地点の発掘調査現場の記述にその資料から発掘現場をチェックして、
参考として記入させていただきました

縄文を示す土偶・石棒・石包丁と弥生の土器が同じ弥生の地層から出土

縄文人・弥生人共生を示す 弥生時代の大集落遺跡
玉津田中遺跡171号地点を訪ねる

2020.1.22. 久しぶりの関西からの縄文ニュース

2020.2.1. by Mutsu Nakanishi

中西睦夫
スタンプ





2020.1.22. 新聞・TVが大きく報道
「弥生の溝の最上部から石包丁と溝の底から土偶出土
また土坑からは弥生の土器と石棒も出土」
縄文人と弥生人の共生を示す痕跡の証拠 それもすぐ近くの
西神戸玉津田中遺跡からの出土。

10数年前 縄文・弥生時代に興味を持ち出した頃、「弥生は戦さ 縄文は平和な時代」と教えてもらい、
弥生の戦について調べたことがある。
弥生時代 大阪平野には殺傷痕跡を持つ人骨がいくつも出土し、周辺の高地には戦の備えという高地性集
落が数多く出現。でも 縄文から弥生に移るとき 弥生人と縄文人はお互い戦わず、共生していた。
縄文から弥生へ移る時代の中で、人種間の大きな戦はなかったと。
そんな証拠として、弥生の土器とともに縄文の祭りの象徴 石棒と土偶が出土した伊丹市の口酒井遺跡を
知り、強く感銘を受けた事がある。
それから 10数年 縄文が教科書からも消え、ないがしろにされる今 また、縄文人と弥生人が同じ集落
で共生していた玉津田中遺跡がクローズアップ。

「心優しき縄文人 縄文帰りの勧め」を口にする私にとっては久しぶりの関西での縄文の報道にうれしく、
現地説明会には要生きませんでしたが、1週間後の2月1日 西神戸の玉津田中遺跡を訪ねました。

弥生時代の集落跡から
縄文の土偶など出土
神戸・玉津田中遺跡

2020.1. 22.





https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/13iron02.pdf

縄文人と弥生人の共生に思いを馳せて
伊丹市の空港近く猪名川東岸の弥生前期の集落遺跡
弥生の土器とともに縄文の祭りの象徴 石棒と土偶が出土し、初めて縄文人と
弥生人が共生していたことを明らかにした遺跡として 強く感銘をうけました

10数年前和鉄の道・たたら探求のホームページをはじめ、日本人のルーツや縄文や弥生の暮
らしに興味を持って、縄文や弥生の遺跡跡を訪ね始めた頃、研究者たちが縄文人と弥生人が
共生したと考え初めた最初の遺跡。
口酒井の弥生人と縄文人は共生。渡来の弥生人/縄文人の戦さの構図は虚構だったと。
でも、当時 弥生の時代といえば 渡来人を中心とした農耕稲作の文化探求の時代。
大阪平野や阪神間の平野部では殺傷人骨が出土する弥生の戦さがクローズアップされ、
縄文人と弥生人の共生など見向きもされず、先住の縄文と渡来の弥生の戦がイメージされ、
「我々の祖先は渡来の人たち」との流れの前に忘れ去られてしまった遺跡です。
10数年 縄文が教科書からも消え、縄文がさらにないがしろにされる今
縄文人と弥生人が同じ集落で共生していた玉津田中遺跡がクローズアップされた。
「心優しき縄文人 縄文帰りの勧め」を口にする私にとっては

久しぶりの関西での縄文の報道にうれしく、もっと縄文を知ってほしいと。

https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/13iron02.pdf


弥生人と縄文人の共生に思いを馳せて
和鉄の道・Iron Road 掲載リスト

1. 畿内と播磨の境 明石川・伊川流域

弥生の高地性集落「表山 遺跡」とその下に広がる弥生の遺跡群
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron12.pdf

2 .弥生の高地性集落に「弥生の戦」・「日本人のルーツ」を探して 2006.12.5.

神戸市西端の丘陵地明石川流域の玉津・伊川谷・櫨谷
弥生初期から多くの集落があり、平野を見下ろす丘陵の上には高地性集落
ここでも「弥生の戦さ」があった

https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron14.pdf

3. 水田稲作・弥生の始まり・縄文と弥生の融合を示す
大阪湾沿岸の弥生集落 田能・口酒井遺跡を訪ねる 2012.12.21.

1.大阪湾の海岸部 猪名川河口周辺 弥生の大集落 田能遺跡
2.田能遺跡資料館「弥生の鉄 石器から鉄器へ」展示
3.東日本の縄文系の人が一緒に暮らしていた弥生の集落 口酒井遺跡

https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/13iron02.pdf

4. 心優しき縄文人 縄文帰りの勧め 2014.6.1.

https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomongaerinew.pdf

弥生早期頃、東日本の縄文系の人達が
この大阪湾沿岸のこの地にやってきて、
在来の人達と一緒に生活していたことを
初めて解き明かしたのが、
伊丹市の弥生前期口酒井遺跡集落だという。

https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron12.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron14.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/13iron02.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomongaerinew.pdf


兵庫県教育委員会記者発表 2020.1.22.より http://www.hyogo-c.ed.jp/~boardbo/kisya31/3201/320122kouko.pdf

http://www.hyogo-c.ed.jp/~boardbo/kisya31/3201/320122kouko.pdf


兵庫県教育委員会は２２日、神戸市西区平野町の
玉津田中遺跡で弥生時代前期の集落跡から土偶と
石棒が見つかったと発表した。
土偶と石棒は縄文時代の祭りなどで使われたと
される。県内で、同じ弥生時代の遺跡から両方が
出土したのは４例目。
専門家は「縄文から弥生へ、時代がどう移り変わ
ったのかを知る上で貴重な史料だ」としている。
同遺跡は弥生、鎌倉時代の集落遺跡で約１・５平方キロメートル。
第二神明道路バイパス建設工事に伴い、２０１９年５月から調査していた。
西側にある弥生前期（約２３００年前）の集落跡から、土偶の頭部（長さ約７センチ、
最大幅約６センチ）と石棒（長さ約４６センチ、最大幅約５・３センチ）が各１点、
ほぼ完全な形で発見された。
土偶の首は円柱形をしており、顔が平らで目が細く、鼻も小さい。目鼻立ちがくっき
りして 彫りが深いとされる縄文人に比べ、のっぺりとした弥生人の特徴を示す。

弥生の土偶で整った形のものは珍しいという。

弥生時代の集落跡から
縄文の土偶など出土
神戸・玉津田中遺跡

2020.1. 22.

弥生時代の集落跡から縄文の土偶など出土 神戸・玉津田中遺跡
2020.1. 22. 神戸新聞の報道

忘れ去られていた 縄文人と弥生人の共生を
再度クローズアップしてくれた西神戸の弥生の大集落 玉津田中遺跡



弥生の大集落を中心とした
弥生の大集落玉津田中遺跡

西神ニュータウン
春日台滝川第二高

第二神明バイパス
建設予定地 171号地点

神戸市西区
玉津田中

玉津IC
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土偶と石棒そして弥生土器が
弥生時代の地層から出土した

No.171調査地点

土偶・石棒・弥生土器が
出土した弥生時代の地層
の溝

第二神明バイパス
建設予定地

中津橋 No.171調査地点

No.175調査地点

弥生時代の地層から土偶と石棒そして弥生
土器が出土したNo.171調査地点周辺





弥生の大集落
を中心とした
玉津田中遺跡

西神ニュータウン
春日台滝川第二高

第二神明道路バイパス
建設予定地
171号地点

神戸市西区
玉津田中

玉津IC

縄文を示す土偶・石棒・石包丁そして弥生の土器が同じ弥生の地層から出土
縄文人・弥生人共生を示す 弥生時代の大集落遺跡 171号地点を訪ねる

2020.2.1. by Mutsu Nakanishi



西神ニュータウンの南端 春日台の丘から
南西側 明石川の東岸に広がる平野・玉津の集落を眺める。
2020..2.1. 西神ニュータウン南端 春日台 市バス西体育館前より

集落の後に隠れて 南に広がる広大な田園地帯がそっくり玉津田中遺跡です。
写真右端部が遺跡北端部で 今回訪ねる171号地店もその中にある
第2神明道路の新しい延伸工事がこの道路のすぐ横を西へ下り、国道171号線かを
越えて明石川に沿って南に大きくカーブして玉津に至るバイパス工事が進んでいる。
この工事部がそっくりそのまま、玉津田中遺跡の中にあり、発掘調査が進んでいる。



幅の広い坂道が西へ 道に沿ってバイパス予定地が金網の塀で囲まれ西へ
この道に沿ってゆけば、そのまま玉津田中遺跡の171地点に行けるはず。
今回現説へ出なかったので 171地点の位置は不明。近くで聞きながらと思っていま
したが、バイパスそのものをたどればゆけるはず。

道の南側田園のむこうに玉津の街そしてその背後に薄く淡路島の丘陵地が薄く4見えて
いる。 すぐ向こうが明石海峡 この周辺も明石川が流れ下る海岸近くだ。



坂道を下るとすぐに国道１７５線平野町下村のT字交差点 2020.2.1.

交差点の向こうに下村の里が広がり、先の道はバイパス道路の予定地と下村
への生活道路である。



南 玉津から明石へ 西 下村の集落 北 平野・神出から三木へ

国道１７５線平野町下村のT字交差点 2020.2.1.



下村のT字交差点から西へ下村の生活道路にはいるとすぐ西は 見えないが、南に流れる明
石川の東岸。道はバイパス予定地を含め、南にカーブして集落を南に抜けてゆく。2020.2.1.

明石川が見えぬので、まず明石川の土手と集落の南に広がる田園地帯を一番にながめて、バ
イバス道路予定地と発掘現場を探そうと集落の中に入ってゆく。



下村の集落の北側から眺める明石川 2020.2.1

下村集落のおかにで南側よく見えず、川岸へ降りる道がないので、
集落へ戻る.



集落の中の藪の中 金網で囲まれたバイバス予定地にに沿って進むと
金網に発掘調査中の張り紙 後で玉津田中遺跡 164地点と知れました



集落の中を丘を越えて南側に回り込むと南の広い田園地がみえました
この田園地全体が玉津田中遺跡 縄文・弥生から中世への大集落遺跡です。

また、集楽の藪の中 バイバス予定地の金網に発掘調査中のは野上を見つけた



明石川に沿う下村の里の丘西端を南に越える藪に接するバイパス予定地の網に
発掘調査中の張り紙と玉津田中遺跡発掘調査地が見える。
うめもどされて? 中の様子はよくわからず。
でもTVでみた広い場所てなく、後で164号地点と知れました。



後で164号地点と知れた明石川に沿う下村の里の丘西端
埋戻されているのか?  中の様子はよくわからず。でもTVでみた広い場所でない。
Google earth photo でも確認



古代から中世の集落跡 P11区の土坑から須恵器出土



集落がある高台の西端１６４号地点から崖下の道を挟んで明石川の土手。
また、やっと南北の見通しが効く土手にでられました 2020.2.1.



平野町下村の集落横の明石川土手で 2020.2.1.



平野町下村の明石川土手空眺める集落南の広い田園地 2020.2.1.

金網に囲まれたバイパスの予定地がその真ん中を北から南へ
このどこかに今回の発掘調査地があるのですが、ここからはよくわからない



下村集落を南に抜け、明石川沿い南の広大な田園知の北端 2020.2.1.

バイパス予定地が南に伸び、この中に今回土偶などが出土した発掘現場がある
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玉津田中遺跡
171号地点
発掘調査現場

175号地点
発掘調査現場

164号地点●
現在地●



2020.2.1.

バイパス予定地に沿って発掘現場を探しながら南へ
金網の中にブルドーザーが見え、難なく発掘調査値がわかる。 171号地点だった



金網で囲まれたバイパス予定地が田園の中をCurvesしながら南へ
遠くブルドーザーが見え、そこが発掘現場のようだ 161号地点



161地点の北端から１６１地点の発掘現場を眺める 2020.2.1.

ラッキーなことに一部埋戻し破壊が始まっていましたが、
大半の発掘遺構が残されていました



土偶や石棒など縄文の痕跡を残すいぶつがが出土した
弥生の大集落跡玉津田中遺跡１６１地点の発掘現場
北端から南へ 2020.2.1.



北端から眺めた161地点発掘現場（北東端より） 2020.2.1.

すでに北側では埋め戻しが始まっていて、東西に走る３条の
溝の中央部がブルドーザで壊されていた。
弥生の地層から縄文人と弥生人の共生を示す土偶などの遺物
が出土した発掘調査地です。





南端から眺めた161地点発掘現場（南西端から） 2020.2.1.

この発掘調査地の南北の端にはたくさんの柱穴が見られ、中
央部3条の溝遺構がみられる



161地点発掘現場の3条の溝が走る南北の中央部（南東側から北西側） 2020.2.1.

残念ながらブルドーザーによる破壊埋戻しが始まっていた



南東側から眺めた161地点発掘現場 2020.2.1.



南側から 北側から

東側中央から眺めた161地点発掘現場全景 2020.2.1.



残念ながら 発掘された遺物を見ることができませんでしたが、
現説資料や報道資料でほぼ出土位置を知ることができました。
ひさしぶりにみねる縄文 それも縄文人と弥生人が共生舌集落跡
嬉しい遺跡探訪になりました. 2020.2.1.



縄文を示す土偶・石棒・石包丁そして弥生の土器が同じ弥生の地層から出土
縄文人・弥生人共生を示す 弥生時代の大集落遺跡

http://www.hyogo-c.ed.jp/~board-bo/kisya31/3201/320122kouko.pdf より

http://www.hyogo-c.ed.jp/~board-bo/kisya31/3201/320122kouko.pdf


兵庫県教育委員会記者発表 2020.1.21.より http://www.hyogo-c.ed.jp/~boardbo/kisya31/3201/320122kouko.pdf

http://www.hyogo-c.ed.jp/~boardbo/kisya31/3201/320122kouko.pdf


兵庫県教育委員会記者発表 2020.1.21.より http://www.hyogo-c.ed.jp/~boardbo/kisya31/3201/320122kouko.pdf

http://www.hyogo-c.ed.jp/~boardbo/kisya31/3201/320122kouko.pdf


兵庫県教育委員会記者発表 2020.1.21.より
http://www.hyogo-c.ed.jp/~boardbo/kisya31/3201/320122kouko.pdf

http://www.hyogo-c.ed.jp/~boardbo/kisya31/3201/320122kouko.pdf


縄文人と弥生人が共生した集落で生まれた土偶 縄文の土偶とは表情が
随分異なって弥生的。でも空洞も形も縄文通り 嬉しい共生の証しです

兵庫県教育委員会記者発表 2020.1.21.より http://www.hyogo-c.ed.jp/~boardbo/kisya31/3201/320122kouko.pdf

http://www.hyogo-c.ed.jp/~boardbo/kisya31/3201/320122kouko.pdf


南側から 北側から

東側中央から眺めた161地点発掘現場全景 2020.2.1.



北側161地点から道路を挟んで南側 165号発掘現場 2020.2.1.
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玉津田中遺跡
171号地点
発掘調査現場

175号地点
発掘調査現場

●現在地



165号地点と161号地点を横切り西の明石川中津橋への道

北西側遠く押す岡山が遠望 北東側遠くスタートの春日台の丘遠望



中津橋から南↓玉津・明石方面 北↑平野・神出方面の遠望
2020.2.1.



久しぶりの関西からの縄文ニュース
縄文人と弥生人の共生を示す痕跡の証拠出土地の様子が見たくて、発掘現場の玉津田中遺跡
171号地点へ。 現説も済んで発掘調査地は埋め戻しが進んでいるかと思いましたが、遺跡
遺構が見られてラッキー。縄文人と弥生人の共生集落は明石川東岸に広大な田園地に広がる
大集落。
この明石川周辺には縄文から住み替えつつ、いくつもの集落遺跡があり、縄文人と弥生人が
交流・共生したのだろう。そして、また弥生の農耕文化が進むに連れ、田園・水をめぐる集
落間等の争いも増え、弥生の戦の痕跡も見られるようになる。
でも 縄文人と弥生人が生死をかけて争う戦さは見られず、両者が融合して 日本人が誕生
し、今に続く。 日本人の心の奥底にある「お互いを認め合う心・やさしさ」のルーツがこ
こに。
2月初めとは思えぬ暖かな日 ゆっくりとそんな遺跡をめぐることができました。
私の住む西神戸の玉津田中遺跡 縄文の世界とともに「融和・共生」を今一度 現代社会に
アピールする誇れる弥生遺跡。縄文人と弥生人の共生 それが日本人を誕生させた。
帰りに立ち寄った175号線脇の宝珠寺では、梅が花をつけ春近し。嬉しい一日でした。



兵庫県教育委員会は２２日、神戸市西区平野町の
玉津田中遺跡で弥生時代前期の集落跡から土偶と
石棒が見つかったと発表した。
土偶と石棒は縄文時代の祭りなどで使われたと
される。県内で、同じ弥生時代の遺跡から両方が
出土したのは４例目。
専門家は「縄文から弥生へ、時代がどう移り変わ
ったのかを知る上で貴重な史料だ」としている。
同遺跡は弥生、鎌倉時代の集落遺跡で約１・５平方キロメートル。
第二神明道路バイパス建設工事に伴い、２０１９年５月から調査していた。
西側にある弥生前期（約２３００年前）の集落跡から、土偶の頭部（長さ約７センチ、
最大幅約６センチ）と石棒（長さ約４６センチ、最大幅約５・３センチ）が各１点、
ほぼ完全な形で発見された。
土偶の首は円柱形をしており、顔が平らで目が細く、鼻も小さい。目鼻立ちがくっき
りして 彫りが深いとされる縄文人に比べ、のっぺりとした弥生人の特徴を示す。

弥生の土偶で整った形のものは珍しいという。

弥生時代の集落跡から
縄文の土偶など出土
神戸・玉津田中遺跡

2020.1. 22.

弥生時代の集落跡から縄文の土偶など出土 神戸・玉津田中遺跡
2020.1. 22. 神戸新聞の報道

忘れ去られていた 縄文人と弥生人の共生を
再度クローズアップしてくれた西神戸の弥生の大集落 玉津田中遺跡



https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/13iron02.pdf

縄文人と弥生人の共生に思いを馳せて
伊丹市の空港近く猪名川東岸の弥生前期の集落遺跡
弥生の土器とともに縄文の祭りの象徴 石棒と土偶が出土し、初めて縄文人と
弥生人が共生していたことを明らかにした遺跡として 強く感銘をうけました

10数年前和鉄の道・たたら探求のホームページをはじめ、日本人のルーツや縄文や弥生の暮
らしに興味を持って、縄文や弥生の遺跡跡を訪ね始めた頃、研究者たちが縄文人と弥生人が
共生したと考え初めた最初の遺跡。
口酒井の弥生人と縄文人は共生。渡来の弥生人/縄文人の戦さの構図は虚構だったと。
でも、当時 弥生の時代といえば 渡来人を中心とした農耕稲作の文化探求の時代。
大阪平野や阪神間の平野部では殺傷人骨が出土する弥生の戦さがクローズアップされ、
縄文人と弥生人の共生など見向きもされず、先住の縄文と渡来の弥生の戦がイメージされ、
「我々の祖先は渡来の人たち」との流れの前に忘れ去られてしまった遺跡です。
10数年 縄文が教科書からも消え、縄文がさらにないがしろにされる今
縄文人と弥生人が同じ集落で共生していた玉津田中遺跡がクローズアップされた。
「心優しき縄文人 縄文帰りの勧め」を口にする私にとっては

久しぶりの関西での縄文の報道にうれしく、もっと縄文を知ってほしいと。

https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/13iron02.pdf


弥生人と縄文人の共生に思いを馳せて
和鉄の道・Iron Road 掲載リスト

1. 畿内と播磨の境 明石川・伊川流域

弥生の高地性集落「表山 遺跡」とその下に広がる弥生の遺跡群
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron12.pdf

2 .弥生の高地性集落に「弥生の戦」・「日本人のルーツ」を探して 2006.12.5.

神戸市西端の丘陵地明石川流域の玉津・伊川谷・櫨谷
弥生初期から多くの集落があり、平野を見下ろす丘陵の上には高地性集落
ここでも「弥生の戦さ」があった

https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron14.pdf

3. 水田稲作・弥生の始まり・縄文と弥生の融合を示す
大阪湾沿岸の弥生集落 田能・口酒井遺跡を訪ねる 2012.12.21.

1.大阪湾の海岸部 猪名川河口周辺 弥生の大集落 田能遺跡
2.田能遺跡資料館「弥生の鉄 石器から鉄器へ」展示
3.東日本の縄文系の人が一緒に暮らしていた弥生の集落 口酒井遺跡

https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/13iron02.pdf

4. 心優しき縄文人 縄文帰りの勧め 2014.6.1.

https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomongaerinew.pdf

弥生早期頃、東日本の縄文系の人達が
この大阪湾沿岸のこの地にやってきて、
在来の人達と一緒に生活していたことを
初めて解き明かしたのが、
伊丹市の弥生前期口酒井遺跡集落だという。

https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron12.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron14.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/13iron02.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomongaerinew.pdf


【整理転載 &  参考資料】
1. 玉津田中遺跡 現地説明会資料 2020.1.26. （公財）兵庫県まちづくり技術センター

2. 神戸市教育委員会 記者発表資料 2020.1.21.
玉津田中遺跡（神戸市西区平野町）の発掘調査成果と現地説明会
http://www.hyogo-c.ed.jp/~boardbo/kisya31/3201/320122kouko.pdf

3. ニュ-ス「玉津田中遺跡 現地説明会」 SunTV・神戸新聞Nextほか

【和鉄の道・Iron Road  :関連掲載記事】 .
1.  畿内と播磨の境 明石川・伊川流域

弥生の高地性集落「表山遺跡」とその下に広がる弥生の遺跡群
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron12.pdf

2.  弥生の高地性集落に「弥生の戦」・「日本人のルーツ」を探して 2006.12.5.

神戸市西端の丘陵地明石川流域の玉津・伊川谷・櫨谷
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron14.pdf

3.   水田稲作・弥生の始まり・縄文と弥生の融合を示す
大阪湾沿岸の弥生集落 田能・口酒井遺跡を訪ねる 2012.12.21.

https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/13iron02.pdf

4.  心優しき縄文人 縄文帰りの勧め 2014.6.1.

https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomongaerinew.pdf

http://www.hyogo-c.ed.jp/~boardbo/kisya31/3201/320122kouko.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron12.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron14.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/13iron02.pdf
https://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomongaerinew.pdf


縄文人と弥生人の共生を示す玉津田中遺跡近く
平野町下村の郷の宝珠寺で 2020.2.1.











兵庫県教育委員会記者発表 2020.1.21.より http://www.hyogo-c.ed.jp/~boardbo/kisya31/3201/320122kouko.pdf

http://www.hyogo-c.ed.jp/~boardbo/kisya31/3201/320122kouko.pdf




兵庫県教育委員会は２２日、神戸市西区平野町の
玉津田中遺跡で弥生時代前期の集落跡から土偶と
石棒が見つかったと発表した。
土偶と石棒は縄文時代の祭りなどで使われたと
される。県内で、同じ弥生時代の遺跡から両方が
出土したのは４例目。
専門家は「縄文から弥生へ、時代がどう移り変わ
ったのかを知る上で貴重な史料だ」としている。
同遺跡は弥生、鎌倉時代の集落遺跡で約１・５平方キロメートル。
第二神明道路バイパス建設工事に伴い、２０１９年５月から調査していた。
西側にある弥生前期（約２３００年前）の集落跡から、土偶の頭部（長さ約７センチ、
最大幅約６センチ）と石棒（長さ約４６センチ、最大幅約５・３センチ）が各１点、
ほぼ完全な形で発見された。
土偶の首は円柱形をしており、顔が平らで目が細く、鼻も小さい。目鼻立ちがくっき
りして 彫りが深いとされる縄文人に比べ、のっぺりとした弥生人の特徴を示す。

弥生の土偶で整った形のものは珍しいという。

弥生時代の集落跡から
縄文の土偶など出土
神戸・玉津田中遺跡

2020.1. 22.

弥生時代の集落跡から縄文の土偶など出土 神戸・玉津田中遺跡
2020.1. 22. 神戸新聞の報道

忘れ去られていた 縄文人と弥生人の共生を
再度クローズアップしてくれた西神戸の弥生の大集落 玉津田中遺跡



縄文人と弥生人が共生した集落で生まれた土偶 縄文の土偶とは表情が
随分異なって弥生的。でも空洞も形も縄文通り 嬉しい共生の証しです

兵庫県教育委員会記者発表 2020.1.22.より http://www.hyogo-c.ed.jp/~boardbo/kisya31/3201/320122kouko.pdf

http://www.hyogo-c.ed.jp/~boardbo/kisya31/3201/320122kouko.pdf




久しぶりの関西からの縄文ニュース 2020.2.1.

縄文を示す土偶・石棒・石包丁そして弥生の土器が同じ弥生の地層から出土
縄文人・弥生人共生を示す 弥生時代の大集落遺跡

神戸西区 玉津田中遺跡 171号地点発掘現場を訪ねる







●西神中央駅

春日台
●西体育館前

●JR明石駅

●第二神明玉津IC

玉津田中遺跡
171号地点★

明石大橋

横尾山

旗振山

名谷ニュータウン

垂水

鵯越

帰路 西神中央駅に戻り、神戸市立埋蔵文化センターへ立ち寄り現説資料をいただき、
作成した本資料では 後先になりますが、インターネットに公開された記者発表資料を含め、
訪ねた田中遺跡171号地点の発掘調査現場の記述にその資料から発掘現場をチェックして、
参考として記入させていただきました

縄文を示す土偶・石棒・石包丁と弥生の土器が同じ弥生の地層から出土

縄文人・弥生人共生を示す 弥生時代の大集落遺跡
玉津田中遺跡171号地点を訪ねる

2020.1.22. 久しぶりの関西からの縄文ニュース

2020.2.1. by Mutsu Nakanishi



春はもうすぐ
そこに
2020.2.1.


